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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 31,468 14.2 602 △55.3 400 △66.2 172 △76.8
25年3月期第1四半期 27,562 △3.9 1,346 2.4 1,183 △5.8 740 1.8

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 2,228百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △1,634百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 1.70 ―
25年3月期第1四半期 7.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 147,022 108,396 73.1 1,060.43
25年3月期 144,933 110,520 75.7 1,081.90
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  107,528百万円 25年3月期  109,706百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 6.00 6.00 6.00 6.00 24.00
26年3月期 6.00
26年3月期（予想） 6.00 6.00 6.00 24.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 64,000 14.1 2,150 △21.5 1,850 △29.8 1,300 △35.5 12.82
通期 131,000 13.3 6,800 7.4 6,600 5.0 4,700 0.2 46.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料P.3「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）
連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・決算補足説明資料は平成25年7月29日（月）に当社ホームページに掲載いたします。 
・当社は、平成25年7月30日（火）にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームペ
ージに掲載する予定です。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 123,072,776 株 25年3月期 123,072,776 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 21,672,675 株 25年3月期 21,671,757 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 101,400,406 株 25年3月期1Q 101,402,314 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の売上は、欧州において債務危機の影響が続いていることによりユーロ圏を中心に依然として低迷

し、また、一部の新興国、資源国において景気減速の影響がみられましたが、日本および北米において住宅投資の

回復が鮮明になってきたことや景気が持ち直しつつあることなどから堅調に推移しました。さらに為替が想定より

円安に推移したことなどから、売上高は３１４億６千８百万円（前年同期比１４％増）となりました。 

 利益面においては、物量の確保や総コストの低減などに努めたほか、円安による為替の後押しもあったものの、

前期業績に大きく貢献していたライフサイエンス機器事業の国内での特需が終了したことや、在庫調整のため前年

同期より生産を抑えたことなどにより、営業利益６億２百万円（前年同期比５５％減）、経常利益４億円（同 

６６％減）、四半期純利益１億７千２百万円（同７７％減）となりました。 

[セグメント別状況] 

①電動工具事業 

 欧州地域においては、イギリスは引き続き底堅く推移したものの、フランスをはじめユーロ圏の低迷が続いてい

ることなどから物量ベースでは前年を下回りました。しかしながら、為替が円安に推移したことから、前年同期比

１８％の増加となりました。 

 アジア、その他の地域においては、中国や豪州は景気が減速していることから厳しい状況となりましたが、イン

ド、タイなどが好調を維持し高い伸びを続けていることや円安の影響などから、前年同期比１８％の増加となりま

した。 

 北米地域においては、住宅投資の回復や景気の回復が鮮明になってきたことを背景に、空気工具の積極拡販やホ

ームセンタールートの取引拡大などの施策が奏功しました。加えて、為替が円安に推移したことなどから、前年同

期比３９％の大幅な増加となりました。 

 日本においては、住宅投資の回復が続く中、高性能・高品質・高耐久な高圧コンプレッサなどの空気工具の拡販

やホームセンタールートの強化に努めたことなどから、売上高は前年同期比２％の増加となりました。 

 以上の結果、当事業の売上高は、３０５億１百万円（前年同期比１６％増）となりましたが、営業利益について

は、原価低減、コスト低減などに取り組んだものの、在庫調整のため生産を抑えたことなどから、５億３千２百万

円（前年同期比４７％減）となりました。 

②ライフサイエンス機器事業 

 海外においては、欧米では厳しい状況が続いているものの、中国の遠心機市場にようやく下げ止まりの動きがみ

られ、アジアを中心とした積極的な営業展開が奏功したことなどから、売上は前年同期に近い水準を確保しまし

た。一方、日本においては、前期を通して業績に大きく貢献していたパンデミックワクチン関連の生産用連続超遠

心機の特需が終了したことなどから、売上、利益ともに大幅減となりました。 

 その結果、当事業の業績は、売上高９億６千７百万円（前年同期比２２％減）、営業利益７千万円（同７９％

減）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期における総資産は、１,４７０億２千２百万円であり、前連結会計年度末と比べて２０億８千９百

万円の増加となりました。このうち、流動資産は１,１６８億円４千１百万円であり１５億８千９百万円増加しま

した。これは主に、現金及び預金が増加したことなどによるものです。 

 負債は、３８６億２千６百万円であり４２億１千３百万円増加しました。これは主に、退職給付に係る負債が増

加したことなどによるものです。 

 純資産は、１,０８３億９千６百万円であり２１億２千４百万円減少しました。これは主に、退職給付に係る調

整累計額や利益剰余金が減少したことなどによるものです。 

②キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、たな卸資産の減少や売上債権の減少などにより１３億７千７百

万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得による支出などにより６億４千万円の支出

となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払いや短期借入金の減少などにより、１１億３百万

円の支出となりました。 

 以上の結果により、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前連結会計年度末残高から２億８千５百万円増加

し、２９３億１千１百万円となりました。 

   

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済環境をみますと、日本と北米は、金融緩和の実施により景気に明るい兆しが見えてきており、住宅投

資も回復基調が鮮明になってきています。一方、欧州は、金融不安の影響による景気後退局面が続いておりユーロ

圏では一段と厳しさを増すことが見込まれる地域もあります。また、一部新興国でも景気減速が継続するものと思

われます。加えて、不安定な為替動向や原油・原材料価格の高騰懸念など、先行きは不透明で予断を許さない状況

にあります。 

 このような状況下、当社グループは以下の施策によって業績の確保に努めてまいります。 

[当社グループの施策] 

 電動工具事業では、世界を日本、米州、欧州、アジア・オセアニアの４極に分け、各地域の状況にあわせた営業

施策を積極的に推進してまいります。製品面では、「リチウムの日立」の一層の市場浸透を目指して、高い安全性

を実現した電池多重保護回路、短い充電時間、そして従来機種にもそのまま使える互換性のある当社の高容量電池

を搭載した製品について、他社に先駆けさらなるシリーズ展開を図り、日本、欧州、豪州などで拡販してまいりま

す。また、プロユースにもマッチしたパワフルさを持ち、静粛性を兼ね備え、排気ガスを発生させない等多様なメ

リットをあわせ持つ３６ボルト充電式園芸工具シリーズが６月に出揃いました。このシリーズを欧州を中心に本格

拡販し、当社として新たな顧客層の開拓を進めてまいります。一方、景気回復で活気づく米国市場をターゲット

に、主力の釘打機で打ち込みフィーリングとレスポンスを向上させた新製品を投入してまいります。さらには、従

来機種より耐久性や作業スピードを向上させる一方で振動を軽減させた小型ハンマドリルの新製品を、第２四半期

より本格的に販売開始し、欧州、アジアをはじめグローバル市場で積極的に拡販してまいります。 

 また、ライフサイエンス機器事業では、日本においては、主要取引先である大学・官公庁研究施設の遠心機需要

の取り込み、ユーザー巡回訪問での更新需要の掘り起し、材料系ユーザーの開拓、展示会での積極ＰＲなどに努め

てまいります。また、海外においては、欧米中心に厳しい市況が続くと見込まれるものの、新製品の高速冷却遠心

機、小形遠心機の拡販、代理店の見直しによる販売ルートの強化などによって、売上の確保を図ってまいります。

 収益に関しましては、収益性の高い新製品の拡販、生産性の向上、グローバル最適地生産体制の見直しをはじめ

とした原価低減のさらなる推進、間接コストも含めた総コスト低減の断行などにより、企業体質の強化を図るとと

もに収益力の向上に取り組んでまいります。 

[連結業績予想] 

 当第１四半期の状況を踏まえ、第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想を次のとおり修正いたしま

す。なお、第２四半期以降の為替レートの前提は１米ドル９５円、１ユーロ１２５円に変更しています。 

①平成２６年３月期 第２四半期連結累計期間（平成２５年４月１日～９月３０日） 

②平成２６年３月期 通期（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

  

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 59,000  2,700  2,600  1,800  17.75  

今回発表予想（Ｂ） 64,000  2,150  1,850  1,300  12.82  

増減額（Ｂ－Ａ）   5,000  △550  △750  △500  －  

増減率（％）  8.5  △20.4  △28.8  △27.8  － 

 [ご参考] 

 前期第２四半期実績

（平成２５年３月期   

 第２四半期）  

56,108  2,739  2,636  2,017  19.89  

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 122,000  6,800  6,600  4,700  46.35  

今回発表予想（Ｂ） 131,000  6,800  6,600  4,700  46.35  

増減額（Ｂ－Ａ） 9,000   －   －  －   － 

増減率（％） 7.4   －   － －  －  

 [ご参考] 

  前期実績 

（平成２５年３月期） 

115,645  6,331  6,287  4,691  46.26  
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金計算をすると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第２６号 平成２４年５月１７日。以下「退職給付会計基準」と

いう。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第２５号 平成２４年５月１７

日。)が平成２５年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、当第１四

半期連結会計期間よりこれらの会計基準等を適用し、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係

る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計

上いたしました。また、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定

額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似

した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割

引率を使用する方法へ変更いたしました。 

  退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第３７項に定める経過的な扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上し

たことに伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。また、退職給付

債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首のその他の包括利益累計額が２,９９７百万円減少し、利益剰余金

が７３８百万円減少しております。これによる損益への影響は軽微であります。  

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,861 16,853

預け金 13,165 12,458

受取手形及び売掛金 34,860 35,005

たな卸資産 47,837 48,081

繰延税金資産 1,920 2,095

その他 2,508 3,234

貸倒引当金 △899 △885

流動資産合計 115,252 116,841

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,974 10,931

機械装置及び運搬具（純額） 3,676 3,577

土地 2,633 2,639

その他（純額） 1,846 1,905

有形固定資産合計 19,129 19,052

無形固定資産   

のれん 4,459 4,407

その他 1,442 1,451

無形固定資産合計 5,901 5,858

投資その他の資産   

投資有価証券 1,116 1,187

前払年金費用 1,573 －

繰延税金資産 1,085 3,195

その他 877 889

投資その他の資産合計 4,651 5,271

固定資産合計 29,681 30,181

資産合計 144,933 147,022
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,590 8,479

短期借入金 12,328 12,424

未払費用 6,973 6,301

未払法人税等 521 433

役員賞与引当金 51 14

資産除去債務 58 27

その他 3,181 3,418

流動負債合計 30,702 31,096

固定負債   

退職給付引当金 2,976 －

役員退職慰労引当金 397 182

退職給付に係る負債 － 7,008

資産除去債務 231 242

その他 107 98

固定負債合計 3,711 7,530

負債合計 34,413 38,626

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,813 17,813

資本剰余金 21,558 21,558

利益剰余金 90,222 89,047

自己株式 △13,635 △13,636

株主資本合計 115,958 114,782

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 26 73

為替換算調整勘定 △6,278 △4,453

退職給付に係る調整累計額 － △2,874

その他の包括利益累計額合計 △6,252 △7,254

少数株主持分 814 868

純資産合計 110,520 108,396

負債純資産合計 144,933 147,022
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 27,562 31,468

売上原価 16,768 20,922

売上総利益 10,794 10,546

販売費及び一般管理費 9,448 9,944

営業利益 1,346 602

営業外収益   

受取利息 57 60

受取配当金 10 9

不動産賃貸料 104 93

その他 49 51

営業外収益合計 220 213

営業外費用   

支払利息 50 52

為替差損 204 214

固定資産除却損 17 49

不動産賃貸費用 62 43

その他 50 57

営業外費用合計 383 415

経常利益 1,183 400

税金等調整前四半期純利益 1,183 400

法人税等 455 203

少数株主損益調整前四半期純利益 728 197

少数株主利益又は少数株主損失（△） △12 25

四半期純利益 740 172
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 728 197

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △47 47

為替換算調整勘定 △2,315 1,861

退職給付に係る調整額 － 123

その他の包括利益合計 △2,362 2,031

四半期包括利益 △1,634 2,228

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,566 2,167

少数株主に係る四半期包括利益 △68 61
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,183 400

減価償却費 700 780

退職給付引当金の増減額（△は減少） △70 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △94

受取利息及び受取配当金 △67 △69

支払利息 50 52

売上債権の増減額（△は増加） 951 924

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,600 1,363

仕入債務の増減額（△は減少） △322 599

未払金の増減額（△は減少） △150 △80

未払費用の増減額（△は減少） △813 △845

その他 1,309 △1,096

小計 171 1,934

利息及び配当金の受取額 67 68

利息の支払額 △50 △52

法人税等の還付額 － 33

法人税等の支払額 △723 △606

営業活動によるキャッシュ・フロー △535 1,377

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却による収入 63 2

有形固定資産の取得による支出 △587 △519

有形固定資産の売却による収入 1 5

無形固定資産の取得による支出 △55 △115

その他 47 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △531 △640

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,428 △456

配当金の支払額 △600 △601

その他 △35 △46

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,063 △1,103

現金及び現金同等物に係る換算差額 △571 651

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,700 285

現金及び現金同等物の期首残高 33,809 29,026

連結子会社の決算期変更による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△63 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 30,046 29,311
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  該当事項はありません。   

   

  該当事項はありません。   

   

  前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）  
  
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報         

       (注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  
        

2. 地域別売上高に関する情報   

 (注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  
  

当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）  
  
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報        

       (注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  
       

2. 地域別売上高に関する情報  

 (注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。  

  

   該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

  

報告セグメント  

  
調整額 
(百万円) 

  
四半期連結損益
計算書計上額
(百万円) 
(注) 

電動工具 
(百万円) 

ライフ 
サイエンス 

機器 
(百万円) 

小計 
(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高 26,315 1,247 27,562  ― 27,562 

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 26,315 1,247 27,562 ― 27,562 

 セグメント利益 1,009 337 1,346 ― 1,346 

日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

合計 

(百万円)  

10,475 2,302 8,522 4,551 1,712 27,562 

  

  

報告セグメント  

  
調整額 
(百万円) 

  
四半期連結損益
計算書計上額
(百万円) 
(注) 

電動工具 
(百万円) 

ライフ 
サイエンス 

機器 
(百万円) 

小計 
(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高 30,501 967 31,468  ― 31,468 

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 30,501 967 31,468 ― 31,468 

 セグメント利益 532 70 602 ― 602 

日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

合計 

(百万円)  

10,440 2,721 10,004 6,333 1,970 31,468 

（７）後発事象
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